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ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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広報

私
た
ち
が
八
女
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
！

♥八女
市
の
観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
を
務
め

る
第
23
代
八
女
津
媛
に
、
平
田
麻

也
李
さ
ん
（
八
女
市
役
所
・
写
真
左
）、

野
中
み
ず
紀
さ
ん
（
福
岡
八
女
農
業

協
同
組
合
・
写
真
中
央
）、
仲
道
は
る

か
さ
ん
（
筑
後
信
用
金
庫
八
女
支
店
・

写
真
右
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
八
女
津

媛
は
日
本
書
紀
の
一
節
に
“
こ
の
地
方

に
女
神
あ
り
。
そ
の
名
を
八
女
津
媛

と
い
い
、
常
に
山
中
に
い
る
”
と
あ
り
、

八
女
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

八
女
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
ま
た
、
お
客

さ
ま
を
「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
お
迎

え
し
よ
う
と
、
各
事
業
所
の
協
力
を
得

て
毎
年
3
人
を
選
出
し
て
い
ま
す
。

白
壁
の
町
並
み
が
好
き
だ
と
い
う

平
田
さ
ん
は
「
伝
統
的
な
も
の
や
お

い
し
い
食
べ
物
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
八

女
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」。
八
女
が
好
き
で
地
域
に

密
着
し
た
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
話

す
野
中
さ
ん
は
、「
八
女
は
お
茶
で
有

名
。
特
産
品
の
八
女
茶
を
さ
ら
に
ピ
ー

ア
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」。
八
女
津
媛

神
社
の
紅
葉
が
お
す
す
め
だ
と
語
る

仲
道
さ
ん
は
、「
八
女
市
の
素
敵
な
と

こ
ろ
を
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
1
年
間
頑
張
り
ま
す
」
と

そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

任
期
は
9
月
1
日
か
ら
1
年
間
で
、

市
内
外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で

観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
３
人

の
初
仕
事
は
９
月
17
日
㈯
の
八
女
の
ま

つ
り
『
あ
か
り
の
祭
典
』。
皆
さ
ん
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
23
代
の
八
女
津
媛
が
決
ま
り
ま
し
た



2　2016.9.15　広報やめ

「
市
の
取
り
組
み
に
対
す
る
総

合
的
な
納
得
度
」
に
つ
い
て
の
４
段

階
評
価
の
平
均
は
、
３
・
07
（
前

年
度
3
・
03
）
で
前
年
度
よ
り
０
・

04
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
お
お
む
ね

85
・
2
％
の
人
が
納
得
さ
れ
て
い
ま

す
。（
※
円
グ
ラ
フ
①
）

　納
得
度
が
高
か
っ
た
施
策
は
、「
健

康
づ
く
り
・
医
療
体
制
充
実
（
３
・

59
ポ
イ
ン
ト
）」「
河
川
、森
林
整
備・

防
災
、
消
防
体
制
充
実
（
３
・
57

ポ
イ
ン
ト
）」「
自
然
環
境
保
全
・
ご

み
、
し
尿
処
理
・
公
害
防
止
（
３
・

54
ポ
イ
ン
ト
）」
で
し
た
。
一
方
、
納

得
度
の
低
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
か
ら
ポ
イ
ン
ト
が
改
善
し
て

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ

ま
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。（
※
表
①
）

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

過
去
５
年
間
で
一
番
納
得
度
の
高
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
自
由
意

見
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
個
別
的
な
ご

意
見
、
ご
要
望
、
苦
情
お
よ
び
励

ま
し
の
声
を
多
数
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
声
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
全
庁
お
よ
び
全
職
員
に
周
知
を

行
い
、
業
務
の
改
善
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
企
画
立
案
の
情
報
と
し
て
活
用

し
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
の
是
非

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
市
が
取
り
組

む
施
策
に
対
す
る
市
民
納
得
度
の

測
定
や
評
価
・
検
証
の
重
要
な
指

標
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
続
け
て

い
く
予
定
で
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要

ア
ン
ケ
ー
ト
は
業
務
の
改
善
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
活
用
し
ま
す

重
要
度
・
納
得
度
と
も
に
第
１
位

「
健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
充
実
」

市
の
取
り
組
み
全
体
に
対
し
て
の

納
得
度
は
３
・
０
7

調 査 地 域 八女市全域

調査対象者 八女市在住の満
20歳以上の人

サンプル数 2,500人

抽 出 方 法 住民基本台帳か
ら無作為抽出法

回収数（率） 910人（36.4%）

実 施 期 間 平成28年5月

市では「市民アンケート」を通じて、市政に対する市民の評価を 4 段階評価により「納得度」「重要度」という
指標で表しています。市民のニーズや施策に対する評価を今後の行政サービス向上につなぎたいと考えていま
す。◦問い合わせ＝企画財政課企画政策係（☎２４・９００９）

八女市の取り組みに対する総合納得度
円グラフ❶

行政サービスに対する市民アン
ケート調査結果をお知らせします

納得できない 2.0％

無回答など 3.6％

施策実施年度
（アンケート実施時期） 評価段階 総合納得度 「どちらかと言えば納

得できる」以上の割合

Ｈ24年度（Ｈ25年実施） 納得度４段階 3.01 81.2％

Ｈ25年度（Ｈ26年実施） 納得度４段階 2.97 80.2％

Ｈ26年度（Ｈ27年実施） 納得度４段階 3.03 83.8％

Ｈ27年度（Ｈ28年実施） 納得度４段階 3.07 85.2％

設問項目 回答者
数（人）

回答者
の割合

納得の
度合い

納得できる 181 19.9％
85.2％

どちらかと言えば納得できる 594 65.3％
どちらかと言えば納得できない 84 9.2％

11.2％
納得できない 18 2.0％

無回答など 33 3.6％ 3.6％
計 910 100.0％ 100.0％

八女市の取り組みに対する総合納得度（問 35）

八女市の取り組みに対する総合納得度年度別状況（推移）

どちらかと
言えば 納
得できない 納得できる 

19.9％

どちらかと言えば
納得できる
65.3％

9.2％

健康づくりフェスタより
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順位 納得度 基本施策名（主な取り組み）
1 3.59 健康づくり・医療体制充実
2 3.57 河川、森林整備・防災、消防体制充実
3 3.54 自然環境保全・ごみ、し尿処理・公害防止
4 3.53 防犯・交通安全・消費生活対策
5 3.45 子育て支援充実
6 3.45 高齢者福祉充実
7 3.44 生活排水対策・下水道整備
8 3.43 しょうがい者福祉充実
9 3.42 学校教育充実

10 3.40 農業振興
11 3.38 水源確保・上水道、簡易水道整備
12 3.37 地域福祉の充実
13 3.35 道路、交通体系整備
14 3.32 情報通信基盤整備
15 3.26 国民健康保険制度運営・生活保護適正運営
16 3.26 定住自立圏構想推進
17 3.26 住宅などの整備・空き家情報の整備、紹介
18 3.24 文化財保存、活用・文化振興
19 3.23 景観保全・公園、緑地整備
20 3.21 企業誘致推進・伝統産業振興
21 3.21 林業振興・水産業振興
22 3.19 健全な財政運営推進
23 3.19 スポーツ振興
24 3.18 利用しやすい行政サービスの提供
25 3.17 観光振興
26 3.15 生涯学習振興
27 3.07 土地利用・市街地整備
28 3.06 商店街活性化・商業振興
29 3.05 新産業創出
30 3.05 国際交流推進・平和意識高揚
31 3.03 人権尊重・男女共同参画社会実現
32 3.02 地域コミュニティづくり
33 3.01 市民と行政の協働、情報共有
34 2.99 人権教育、人権啓発推進

重　
要

ま
あ
重
要

どちらかと言えば納得できる 納得できる

施策の納得度の 4段階評価

4.00

3.90

3.80

3.70

3.60

3.50

3.40

3.30

3.20

3.10

3.00

2.90

2.80

2.70

2.60

2.50
2.50 2.70 2.90 3.30 3.703.10 3.50 3.902.60 2.80 3.00 3.40 3.803.20 3.60 4.00

市民の総合納得度
平均 3.07

重要度
平均
3.31

納得度平均
3.27 納得度➡

➡

重
要
度

人権尊重・男女共同参画社会実現
人権教育・人権啓発推進

土地利用・市街地整備

健全な財政運営推進

住宅等の整備・空き家情報の整備、紹介

定住自立圏構想推進

文化財保存活用・文化振興

企業誘致推進・伝統産業振興

利用しやすい行政サービスの提供 情報通信基盤整備

スポーツ振興
地域コミュニティづくり

生涯学習振興
国際交流推進・平和意識高揚

商店街活性化・商業振興

子育て支援充実

新産業創出

河川、森林整備・防災、消防体制充実

観光振興

高齢者福祉充実

市民と行政の協働、情報共有

国民健康保険制度運営・生活保護適正運営 自然環境保全・ごみ、し尿処理・公害防止

景観保全・公園、緑地整備

林業振興・水産業振興 水源確保・上水道、簡易水道整備

しょうがい者福祉充実

農業振興

防犯・交通安全・消費生活対策

学校教育充実
地域福祉推進

道路交通体系整備

生活排水対策・下水道整備

健康づくり・医療体制充実

納得度と
重要度の

4段階評価
散布図

表❶

チャレンジデー参加で健康づくり

防災、消防体制の充実（操法大会より）

子育て支援の充実（福島保育所にて）



4　2016.9.15　広報やめ

◦日時＝11月6日㈰10時～
◦場所＝駅跡イベント広場土俵
◦内容＝（団体戦）低学年1人、
　中学年2人、高学年2人で1チーム

（個人戦）低学年・中学年・高学年の部
※相撲大会後、東関部屋の力士とのぶつかり稽古
◦参加料＝無料
◦募集締切＝10月28日㈮
◦問い合わせ＝川島茂夫さん（☎42・1276）

◦日時＝11月6日㈰10時スタート
（9時30分受付）
◦内容＝７㌔コース
◦集合場所＝グリーンピア八女「体育館前イベント広場」
◦コース＝体育館前イベント広場～どんぐり拾いの小道～
泉と小島への散歩道～山中渓谷～えがおの小路～体育館
前イベント広場　※変更の場合あり
◦参加資格＝健康に自信がある人（小学生以下は保護者同伴）
◦参加料＝700円（温泉券・味ご飯・だご汁付）
※当日受付時に徴収します
◦募集締切＝10月28日㈮ ※当日受付可

◦日時＝11月6日㈰10時～ 16時
◦場所＝駅跡イベント広場
◦出店料＝3,000円（1区画）
◦参加資格＝市内にお住まいの人、
　もしくは市内で事業をされている人
◦募集締切＝10月5日㈬ ※申込多数の場合は抽選

◦日時＝11月6日㈰10時～ 16時
◦場所＝駅跡イベント広場
◦区画＝1区画2ｍ四方（1団体につき最大2区画まで）
◦出店料＝500円（1区画）※申込多数の場合は抽選
◦募集締切＝10月5日㈬
※区画割り当ては、実行委員会で行います。
※出店場所や周辺を必ず清掃し、ゴミは持ち帰ってください。

「八女くろぎふるさと祭り」参加者・出店者を募集します
「子ども相撲」参加者 「紅葉ウオーク」参加者

「物産展」出店者
「フリーマーケット」出店者

⃝申込・問い合わせ＝八女くろぎふるさと祭り実行委員会事務局（黒木支所産業経済課）☎ 42・1115　N42・0172

　

個
性
あ
ふ
れ
る
八
女
の
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
に
ふ
れ
る
「
秋
冬
」
の
20
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

自
然
、
手
し
ご
と
、
人
の
笑
顔

に
ふ
れ
、
き
っ
と
、
も
っ
と
八
女
の

こ
と
を
好
き
に
な
る
！
そ
ん
な
八

女
を
楽
し
む
ス
テ
キ
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
た
だ
い
ま
、
体
験
の
詳
細
を

記
載
し
た
冊
子
（
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
用

紙
付
き
）
を
市
内
各
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
来
年
は
「
春
」
に
も

開
催
予
定
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
！

⃝

応
募
方
法
＝
冊
子
に
折
り
込
み

の
専
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
に
て
、
茶
の
く

に
観
光
案
内
所
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
複
数
ご
応
募
の

場
合
は
コ
ピ
ー
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

⃝

応
募
締
切
＝
体
験
実
施
日
に
よ

り
「
前
期
」「
後
期
」
そ
れ
ぞ
れ
の

締
切
日
が
あ
り
ま
す
。
厳
正
な
る

抽
選
の
上
、結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

⃝

冊
子
設
置
＝
茶
の
く
に
観
光
案

内
所
、
市
役
所
、
各
支
所
、
お
り

な
す
八
女
ほ
か

⃝

そ
の
他
＝
「
八
女
観
光
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」
に
て
冊
子
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

http://yam
e.travel/

⃝

問
い
合
わ
せ
先
＝
茶
の
く
に
観
光

案
内
所
☎
２
２・６
６
４
４

① 

金
箔
体
験

② 

仏
像
彫
刻

③ 

松
延
工
芸 

寿
司
桶
づ
く
り

④ 

源
太
窯 

土
あ
そ
び

⑤ 

秋
の
山
歩
き

⑥ 

栗
ま
ん
じ
ゅ
う
づ
く
り

⑦ 

錺
り
金
具
体
験

⑧ 

く
ろ
く
も
舎 

切
り
絵
体
験

⑨ 
キ
ウ
イ
収
穫
の
お
手
伝
い

⑩ 
マ
イ
包
丁
づ
く
り

⑪ 
皮
白
竹 

竹
皮
編

⑫ 

蒔
絵
体
験

⑬ 

八
女
和
紙
の
あ
か
り
づ
く
り

⑭ 

泰
心
工
房 

木
の
ス
プ
ー
ン
づ
く
り

⑮ 

木
と
森
の
は
な
し

⑯ 

石
灯
ろ
う
づ
く
り

⑰ 

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
体
験

⑱ 

磐
井
を
も
っ
と
知
り
た
い
Ⅱ

⑲ 

棚
田
の
石
積
み
体
験

⑳ 

八
女
ジ
ビ
エ
を
学
び
食
ら
ふ

元
気
な
八
女
を
体
験
す
る
51
日
間
！
（
10
月
22
日
～
12
月
11
日
）

旅
す
る
茶
の
く
に
週
間

八
女
の
魅
力
に
ふ
れ
る

20
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

仏像彫刻／仏師にならって大黒天を彫ります秋の山歩き／釈迦岳・御前岳に登ります 磐井をもっと知りたいⅡ／童男山古墳 25 号墳へ
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種　　目 月　日 時　間 場　　所 対　　象 申込締切 問い合わせ（電話）

柔　　道 10月9日㈰ 10:00～
12:00 総合体育館柔道場 小学生 9/30

㈮
末金（24・5544） 
　　  （FAX 24・5552）

剣　　道 10月9日㈰ 10:00～
12:00 総合体育館剣道場 小中学生 ― 田中（090・1876・6170）

弓　　道 10月9日㈰ 9:30～
16:00 八女市弓道場 会員または一般経験者

市内各高等学校
10/3
㈪

八女弓道場
青木（42・0984）

野球（小学生） 10月8日㈯・9日㈰・
15日㈯

9:00～
17:00 春の山球場 学童の部登録チーム ― 連盟事務局(23･3333)

バレーボール     
（家庭婦人） 10月16日㈰ 9:30～

17:00
総合体育館 
福島小学校体育館

市内のチーム
招待チーム ― 入江（090・1364・2654）

伊藤（080・5662・1262）

バスケットボール 10月23日㈰ 8:30～
17:00

福岡県立福島高等
学校体育館 一般（経験者） 10/9

㈰ 溝口（090・3072・5317）

サ
ッ
カ
ー

社会人 10月9日㈰ 10:00～ 桜公園運動広場 社会人チーム ―
二田（090・9573・5415）

小学生 11月26日㈯・27日㈰ 9:00～
17:00 グリーンフィールド八女 小学生招待24チーム ―

ソフトボール
10月16日㈰・23日㈰ 9:00～

17:00 桜公園運動広場
20歳以上であればフリー 9/30

㈮
橋爪（23・3426）
※申込は総合体育館

（24・1230）まで10月30日㈰ 9人で400歳以上のチーム

健康マラソン 10月2日㈰ 8:30 ～
14:00

宮野公園周辺および
矢部川ロマンロード 健康な人 9/28

㈬
大石石油店（22・4766）           
　　　（FAX 22・5818）
事務局 古川（23・3337）

バドミントン 10月23日㈰ 9:00～
16:00 総合体育館球技場 一般（未経験者可） 10/16

㈰
平野（090・7380・9955） 
　 　（FAX 23・1816）

少林寺拳法 10月9日㈰ 10:00～
12:00 少林寺拳法八女道場 少林寺拳法拳士 ― 中尾（090・2088・6016）

テニス
（ダブルス大会） 10月9日㈰ 9:00～

17:00 八女市庭球場 一般および市内勤務者
市内各高等学校

10/1
㈯

古賀（23・3330）
※申込は総合体育館

（24・1230）まで

グラウンドゴルフ 11月9日㈬ 9:00～
12:00 桜公園運動広場 会員 ― 協会事務局

塚本（22・2983）

卓　　球
（堀川州記念） 10月9日㈰ 10:00～

17:00 総合体育館球技場 中学生・一般・マスターズ 9/30
㈮

宮﨑（090・4344・9189）
※申込は総合体育館

（FAX24・0029）まで

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

２部 10月2日㈰ 9:00～
17:00 総合体育館球技場 一般 9/23 

㈮ 八女市バレーボール協会
佐藤（090・3325・8135）

１部 10月10日㈷ 9:00～
17:00 総合体育館球技場                  一般 9/30

㈮

第57回八女市民体育大会
【総合開会式】
◦日時＝10月9日㈰８時30分～
◦会場＝総合体育館前広場（小運動場）
※詳しくは総合体育館までお尋ねください（☎24・1230）
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10月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥ 食生活指針の一部
が改正されました

　6月から始まった住民健診の結果は約5週間後にお
届けしています。年に１回の身体の総点検の結果はい
かがだったでしょうか？特定保健指導や重症化予防の
ための支援など保健指導の対象となられた方には、保
健師や管理栄養士による個別での面談や訪問による支
援を行っています。
   病院に行くほどではないけれど、生活習慣の改善の
必要性があった方、健診の結果で心配な値があった方
など、一人一人の状態はその人のそれまでの生活習慣
と深く関わっており、改善の方法や取り組める時期や
レベルが人それぞれ違います。そのような時には、保
健師や管理栄養士をぜひ生活習慣改善の味方としてご
活用ください！

※生活習慣を改善するためのプログラムは、メタボに
よる生活習慣病のリスクが出現し始めている方（動機
づけ支援）、または生活習
慣のリスクが重なっている
方（積極的支援）、重症化
予防のために治療が必要な
方などにより、支援のレベ
ルが分かれています。

〈支援の実際を見てみましょう！〉
◦内臓脂肪を減らして生活習慣病予防　（体重を3Kg減
らして、軽度高血圧、糖尿病予備軍を改善）
①まずは健診結果から結果の読み取りを行い、メタボリ
スクのメカニズムや原因を明らかにします。
②生活習慣の見直しを行い、自分にできる改善点を保
健師・管理栄養士と一緒に行動計画（6カ月間）を立て
ていきます。
③6カ月間の支援の過程で、リスクレベルに応じて健康
状態の確認や生活習慣の確認を行います。
◎体重３Kgを減らすには・・・（体重１Kgを減らすには
約7,000kcalの消費が必要）
◦1カ月に体重を500g減少×6カ月間を目指す場合
3,500kcal÷30日≒116kcal /日⇒一日あたり約120kcalを減
らせばよい！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

例えば・・・
◎20分のウオーキング（体重60kgの人が時速4kmで歩く）
･･･　消費カロリー　60kcal　
◎一日３食でおにぎり１個分のごはんを減らす(約70g) 
･･･　摂らずに済んだ食事カロリー 60kcal　
　⇒　一日で120kcal
その他にも、
☆食事（食事内容・間食・食事の量のコントロール）で減らす
☆運動（私にもできる運動）で減らす
☆活動（日頃の活動増加やクセの見直し）で減らす
 あとは、あなたとの面談でできることから情報提供して
いきますので、 実行しやすい項目から実践してみましょ
う。保健師や管理栄養士はあなたの味方です。

保健指導での「出会い」を改善のきっかけ作りに ～特定健診後の個別支援が始まりました～

健 康 コ ラ ム

健診の結果は３つに階層化されます。どの段階かで結
果通知の方法が変わります。

《メタボリックシンドロームの診断基準》

基本該当項目（内臓脂肪の蓄積）
腹囲　男85㌢以上・女 90㌢以上または BMI25 以上

＋
【基準となるリスク】
血圧・HDLコレステロール・中性脂肪・血糖値・タバコ

内臓脂肪は減らしやすい
脂肪なのです！！

【
生
活
の
質
の
向
上
】

①
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

②
１
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や

か
な
生
活
リ
ズ
ム
を

【
適
度
な
運
動
と
食
事
】

③
適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
で
、
適
正
体
重
の
維
持
を

【
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
内
容
】

④
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食

事
の
バ
ラ
ン
ス
を

⑤
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と

⑥
野
菜
・
果
物
・
牛
乳
・
乳
製
品
・
豆
類
・

魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て

⑦
食
塩
は
控
え
め
に
、
脂
肪
は
量
と
質

を
考
え
て
→
食
塩
摂
取
量
の
目
標
値
は
、

男
性
で
１
日
８
ｇ
未
満
、
女
性
で
７
ｇ

未
満
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
食
料
の
安
定
供
給
や
食
文
化
へ
の
理
解
】

⑧
日
本
の
食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
生

か
し
、
郷
土
の
味
の
継
承
を

【
食
料
資
源
や
環
境
へ
の
配
慮
】

⑨
食
料
資
源
を
大
切
に
、
無
駄
や
廃
棄

の
少
な
い
食
生
活
を

⑩
「
食
」
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
食

生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
に
は
、
一

人
一
人
が
食
生
活
を
見
直
し
、
健
康
的

な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
生
涯
を
通
じ
て
健
康
的
な
食
生
活

を
実
践
す
る
力
や
食
生
活
を
楽
し
む
態

度
を
育
む
こ
と
は
重
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健
指

導
係
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

食
生
活
指
針
の
構
成

健康寿命を伸ばすためには、毎日の食事が基本となります
健康の保持・増進に必要なバランスのとれた食事を無理なく続けて
いくことが重要であり、そのためには、食事にはおいしさや楽しみが
伴っていることが大切です。

内臓脂肪

皮下脂肪
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　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろ
いろな相談に応じます。健康手帳をお持
ちの人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝10月3日㈪9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター
◦日時＝10月4日㈫14時～ 15時 ／ 立花
総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝10月5日㈬ 10時～ 11時 ／上陽
支所
◦日時＝10月13日㈭ 14時～ 15時 ／ 矢
部基幹集落センター
◦日時＝10月21日㈮ 10時～11時 ／ 黒木
地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝10月21日㈮ 14時～ 15時 ／ 星
野総合保健福祉センター「そよかぜ」

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時15分～ 14時30分
♥会場　やめっこ未来館
◦日にち・対象＝ 
10月11日㈫＝10か月児（平成27年12月生）
10月19日㈬＝4か月児（平成28年6月生）
10月25日㈫＝1歳6か月児（平成27年3月生）
10月27日㈭＝3歳児（平成25年9月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」

◦日にち＝10月18日㈫　
◦対象＝4か月児（平成28年5月～ 6月生）
／ 10か月児（平成27年11月～ 12月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）のお話と
調理。参加する人は事前に健康推進課
保健指導係までお申し込みください。託
児あり（要申込）。
♥日時　10月20日㈭ 10時～ 13時 ※受
付9時30分～ 10時　♥会場　おりなす
八女研修棟　♥持参品　エプロン、三角
巾、手ふきタオル、筆記用具、材料費　
♥材料費　300円　♥定員　先着15人

妊娠20週以降の妊婦さんを対象に、妊
娠中の過ごし方についての話、試食、相
談を行います。※要予約（託児あり要申込）
♥日時 10月4日㈫ 10時～ 12時（受付9時
30分～ 10時）♥会場　おりなす八女研
修棟  ♥参加費　300円　♥定員　20人

　子育てのことで、少しでも心配なこと
があったらお気軽にご相談ください。身
長・体重測定もできます。母子健康手帳
をお持ちください。
※相談日以外でも、窓口や電話で子育て

相談を行っています。やめっこ未来館会
場では、公立八女総合病院の助産師によ
る「母乳相談」も行っています。
◦日時＝10月5日㈬9時30分～ 11時 ／ や
めっこ未来館
◦日時＝10月7日㈮ 10時～ 11時 ／ 黒木
地域交流センター「ふじの里」
　

　心理士による個別相談です。対象者は
年齢を問わず、成長発達面に不安のある
人です。心配なことがあればお気軽にご
相談ください。※予約制

【八女市保健センター】
◦日時＝10月13日㈭ 9時～16時
◦日時＝10月27日㈭ 9時～16時

【黒木地域交流センター「ふじの里」】
◦日時＝10月18日㈫ 9時～16時

　心理士による個別相談です。対象者は
市内在住で、こころに悩みがある人です。
お気軽にご相談ください。※予約制

【黒木地域交流センター「ふじの里」】
◦日時＝10月7日㈮ 13時30分～15時30分

【おりなす八女研修棟2階第5研修室】
◦日時＝10月19日㈬ 13時30分～15時30分

乳幼児心理相談

10
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

ベビーズクッキング

心理士によるこころの相談

マタニティ教室

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

47Kcal
2.1g
2.4g
4.7g

171mg
28mg
16mg
0.5mg

1.2g
0.7g

1人分あたりの栄養価

簡単ナムル

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

【材料】（4人分）　
◦キュウリ�　120g
◦ニンジン�  80g
◦もやし�100g
◦ごま油�小さじ２
◦濃口しょうゆ�大さじ１
◦すりごま�小さじ１
◦かつお節（小）�１パック
◦きび糖�小さじ１
◦こしょう� 少量

【作り方】
①きゅうりは千切りにす
る。にんじんは皮をむい
て千切りにする。
②フライパンにごま油を
引いて中火にかけ、きゅ
うり、にんじんをしんなり
するまで炒めたら、もや
しを加えてさっと炒める。
③Aを加えて和える。

　

20
～
74
歳
の
人
で
、
血
糖
値
が
高
め

と
判
定
さ
れ
た
人
、
糖
尿
病
予
備
軍
、

糖
尿
病
治
療
中
な
ど
、
糖
尿
病
が
気
に

な
る
人
を
対
象
に
し
た
教
室
で
す
。
市

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
糖
尿
病

予
防
に
つ
い
て
の
話
お
よ
び
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
の
食
べ
方
の
コ
ツ

を
、
予
防
食
を
試
食
し
な
が
ら
実
践
し

ま
す
。

◦
日
程
＝
10
月
6
日
㈭
10
時
～
13
時

（
受
付
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
9
時
30
分
～

10
時
ま
で
）

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
１
階

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円（
調
理
材
料
代
）

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
今
年
度
受
け
た

特
定
健
診
結
果
、筆
記
用
具
、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、健
診
結
果
の
見
方
、食
事
に
つ
い
て
、

予
防
食
試
食
、
個
別
相
談
（
希
望
者
）

◦
申
込
期
間
＝
9
月
15
日
㈭
～
9
月

29
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

保
健
指
導
係
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

※
申
し
込
み
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
詳

し
い
内
容
の
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。

す
こ
や
か
な
食
べ
方
教
室

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

参加者
募　集

８月に八女市食生活改善推進会が開催した『夏休み！親子クッキング教室』
で作ったレシピです。手軽においしくたっぷり野菜を食べることができます。
小学生に大人気のレシピでした。ぜひ、ご家庭でも作ってみてください。

Ａ
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一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
み
、
誰
に

で
も
相
談
で
き
ず
に
自
ら
命
を
絶

つ
と
い
う
悲
劇
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
現
在
、
日
本
に
お
け
る
自
殺

者
数
の
数
は
、
年
間
２
万
４
０
２
５

人
（
平
成
27
年
）。
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
者
数
の
約
６・２
倍
に
の
ぼ

り
ま
す
。

　「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
は
、
自

殺
に
向
か
お
う
と
す
る
人
が
発
す
る

『
こ
こ
ろ
の
Ｓ
О
Ｓ
』
に
い
ち
早
く
気

づ
き
、
適
切
な
方
向
へ
導
く
「
命
の

門
番
」
で
す
。
難
し
く
考
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
身
近
に

い
る
人
が
、
悩
み
や
問
題
を
抱
え
て

い
る
様
子
な
ら
、
ま
ず
は
や
さ
し
く

声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
か
け

が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
に
、
あ

な
た
の
勇
気
と
行
動
が
必
要
で
す
。

①
う
つ
病
の
病
状
に
気
を
付
け
る

　
気
分
が
沈
む
、
自
分
を
責
め
る
、

仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
、
不
眠
が
続

く
な
ど

②
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長

引
く

　
不
眠
、
食
欲
不
振
、
疲
労
感
、

め
ま
い
、
動
悸
、
関
節
痛
、
呼
吸
困

難
な
ど

③
酒
量
が
増
す

　
飲
酒
を
す
る
と
一
時
的
に
気
分
が

晴
れ
る
た
め
、
つ
い
酒
に
手
を
伸
ば

し
て
し
ま
い
ま
す

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

　
こ
れ
ま
で
の
病
気
療
養
を
突
然

止
め
る
な
ど
、
様
々
な
行
動
の
変
化

が
見
ら
れ
る

⑤
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、

大
き
な
失
敗
を
す
る
、
職
を
失
う

　
自
己
の
存
在
価
値
を
失
う

⑥
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得

ら
れ
な
い

　
ど
こ
に
も
居
場
所
が
な
い

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
を

失
う

　
家
族
の
死
や
仕
事
上
の
ミ
ス
な
ど

⑧
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

　
そ
れ
ま
で
の
人
生
の
意
味
を
大
き

く
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

⑨
自
殺
を
口
に
す
る

　「
死
ぬ
、
死
ぬ
」
と
言
う
人
は
死

な
な
い
と
い
う
の
は
、
広
く
信
じ
ら

れ
て
い
る
誤
解

⑩
自
殺
未
遂
に
お
よ
ぶ

　
適
切
な
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な
い

と
、
将
来
、
自
殺
に
終
わ
る
危
険

性
が
高
い

　
う
つ
、
死
別
体
験
、
借
金
、
過

重
労
働
、
転
勤
、
昇
進
、
引
っ
越

し
、
結
婚
、
出
産
な
ど
、
生
活
の
変

化
は
悩
み
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま

す
。
一
見
、
他
人
に
は
幸
せ
に
見
え

る
こ
と
で
も
、
本
人
に
と
っ
て
は
大

き
な
悩
み
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
様
子
が
『
い
つ
も
と
違
う
』
人

が
い
る
と
き･･･

、ま
ず
は
「
声
か
け
」

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
命
の
門
番
）

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
保
健

指
導
係
（
☎
２
３・１
３
５
２
）

10
月
10
日
か
ら
16
日
は
、
精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動
週
間
で
す

ゲ
ー
ト
キ
ー
パー  （
命
の
門
番
）

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

結
核
は
過
去
の
病
気
だ
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
実
は
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
今
で
も

毎
年
約
１
万
９
千
人
が
新
た
に
結

核
を
発
症
し
、
毎
年
約
２
千
人
が

結
核
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
と
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
で
普
段
か
ら
免

疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
は
結
核

に
感
染
す
る
と
重
症
に
な
り
や

す
い
た
め
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
市
か
ら
の
案
内
に
従
っ

て
遅
く
と
も
１
歳
ま
で
に
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
国
が
示
し
て

い
る
標
準
的
な
接
種
期
間
は
生
後

５
か
月
～
８
か
月
の
期
間
で
す
。

　

結
核
は
早
期
発
見
し
早
期
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
重
症
化
（
死

亡
等
）
を
防
ぐ
と
共
に
、
周
囲

へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
2
週
間

以
上
せ
き
や
タ
ン
が
続
く
、
食
欲

や
体
重
が
減
っ
て
き
た
」
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
結
核
発
病
者
の
約
7

割
は
60
代
以
上
の
人
で
す
。
65
歳

以
上
の
人
は
年
に
1
回
は
市
の
住

民
健
診
等
で
胸
の
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

早
期
に
発
見
し
、
毎
日
薬
を

き
ち
ん
と
飲
め
ば
治
り
ま
す
。
治

療
が
確
実
に
行
え
る
よ
う
保
健
所

も
服
薬
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝

福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
保
健
衛
生
課
感
染
症
係

（
柳
川
市
三
橋
町
今
古
賀
８
ー
１

福
岡
県
柳
川
総
合
庁
舎
）

（
☎
０
９
４
４・７
２・２
８
１
２
）

◎
結
核
の
予
防
の
た
め
に

（
規
則
正
し
い
生
活
・
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
）

◎
早
期
発
見
の
た
め
に

（
早
期
受
診
・
年
に
１
回
の

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）

◎
結
核
に
か
か
っ
た
ら

９
月
24
日
か
ら
30
日
は
「
結
核
予
防
週
間
」

古
く
て
新
し
い
感
染
症

「
結
核
」
に
ご
注
意
を
！

【
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
】

自
殺
予
防
の
10
か
条

（
危
険
因
子
）
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女
市
は
、
梨
・
ぶ
ど
う
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
・
温

州
み
か
ん
な
ど
の
多
く
の
果
樹
が
栽
培
さ
れ
、
県

内
で
も
有
数
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
多
く
、
生
産

者
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
る
農
家
も
多
く
、
出
荷
す
る
農
産

物
が
皆
無
と
な
る
状
況
も
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
八

女
市
で
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
や
電
気
柵
の
導
入
推
進

を
行
い
、
被
害
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
一
定
の
効
果
が
あ
り
被
害
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
ま
だ
ま
だ
被
害
は
点
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
餌

場
を
求
め
農
村
集
落
周
辺
で
の
目
撃
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
被
害
防
止
施
設
設
置
と

と
も
に
、
餌
と
な
る
農
産
物
の
適
期
管
理
や
除
草
作
業

な
ど
の
環
境
整
備
が
重
要
な
対
策
と
な
り
ま
す
。
放
置

さ
れ
た
収
穫
物
や
放
任
果
樹
等
を
求
め
る
有
害
鳥
獣
に

よ
り
、
周
辺
農
地
ま
で
被
害
が
お
よ
ぶ
ケ
ー
ス
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
地
域
全
体
で
の
適
正
管
理
が
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
対
策
と
な
り
ま
す
の
で
、
農
産
物
お
よ
び
放
任

果
樹
等
の
適
期
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
】

▼
出
荷
で
き
な
い
よ
う
な
規
格
外
農
作
物
は
、
餌
と
な
る

の
で
農
地
内
に
残
さ
な
い 

▼
収
穫
時
期
以
外
で
あ
っ
て

も
、
農
地
内
の
管
理
作
業
を
十
分
に
行
う 

▼
畦
や
法
面

な
ど
の
、
農
地
周
辺
の
管
理
作
業
を
十
分
に
行
う 

▼
収

穫
の
終
了
し
た
農
園
は
、
早
め
に
茎
・
葉
の
撤
去
を
行
い

耕
起
す
る 

▼
絶
対
に
餌
を
与
え
な
い
（
味
を
覚
え
集
落

内
に
侵
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
）

　

適
正
管
理
さ
れ
な
い
農
作
物
お
よ
び
農
園
は
、
病
害

虫
の
発
生
要
因
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
全
体
で
環
境

保
全
に
努
め
る
こ
と
が
被
害
防
除
に
繋
が
り
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
▽
農
業
振
興
課
農
産
園
芸
係（
☎
２
３・

１
１
１
８
▽
林
業
振
興
課
林
政
係
（
☎
２
３
・１
１
６
８
）

農作物や農園の適期管理の徹底をお願いします

　
岡
県
榛
原
郡
吉
田
町
町
民
ホ
ー
ル

で
８
月
10
日
㈬
、
特
産
品
交
流
連

携
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
開
催
さ
れ
、

八
女
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
吉
田
町
は
、

駿
河
湾
に
面
し
、
東
に
一
級
河
川
大
井
川

が
流
れ
る
人
口
３
万
人
の
町
で
す
。
大
井

川
の
伏
流
水
に
恵
ま
れ
、
有
名
企
業
の
工

場
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
州
北

部
豪
雨
の
際
、
産
業
振
興
な
ど
で
交
流
の

あ
っ
た
吉
田
町
か
ら
人
的
応
援
を
受
け
た

こ
と
を
契
機
と
し
て
、
平
成
27
年
に
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

今
回
締
結
し
た
特
産
品
連
携
に
関
す
る
協

定
の
目
的
は
、
両
市
町
の
特
産
品
を
活
用

し
て
持
続
的
な
交
流
の
発
展
を
目
指
す
も

の
で
、
ふ
る

さ
と
納
税
の

返
礼
品
に
お

互
い
の
特
産

品
を
加
え
る

ほ
か
、
新
た
な
特
産
品
の
開
発
を
促
進
す

る
な
ど
全
国
的
に
も
珍
し
い
取
り
組
み
で

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
お
い
て
、

八
女
茶
な
ど
の
農
産
物
や
地
酒
が
中
心
の

八
女
市
と
ウ
ナ
ギ
や
シ
ラ
ス
な
ど
海
産
物

が
中
心
の
吉
田
町
。
こ
の
協
定
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
自
然
や
産
業
の
違
い
を
お
互

い
に
活
か
し
な
が
ら
両
市
町
を
よ
り
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
れ
ば
と

期
待
し
て
い
ま
す
。　６月11日㈯から７月30日㈯にかけて、立花グラウン

ド・筑南中グラウンドで立花町行政区対抗野球大会が開
かれました。結果は次のとおりです。

【チーム】▽優勝＝下辺春▽準優勝＝高山・仁合▽第３位
原島クラブ／上辺春【個人】※敬称略▽最優秀賞＝古庄俊
一（下辺春）▽優秀賞＝高山恭平（高山・仁合）▽敢闘賞＝
川崎和喜（原島クラブ）▽敢闘賞＝野中真太郎（上辺春）

立
花
町
行
政
区

対
抗
野
球
大
会

特
産
品
交
流
連
携
協
定
を
締
結

（静岡県）

吉田町
×

八女市

高
島
野
十
郎
展

没
後
40
年

　

高
島
野
十
郎
（
１
８
９
０
ー
１
９
７

５
）は「
孤
高
の
画
家
」「
蠟
燭
の
画
家
」

と
し
て
知
ら
れ
る
久
留
米
市
出
身
の
洋

画
家
で
す
。
鬼
気
迫
る
ほ
ど
に
細
部
ま

で
描
き
込
ま
れ
た
写
実
的
な
絵
画
は
、

心
奪
わ
れ
る
強
い
魅
力
に
満
ち
て
い
ま

す
。
九
州
芸
文
館
で
開
会
中
の
「
高
島

野
十
郎
展
」
で
は
、
黒
木
町
へ
疎
開
し

て
い
た
時
代
に
描
か
れ
た
黒
木
の
風
景

画
も
3
点
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間

中
、
ぜ
ひ
展
覧
会
に
足
を
運
ん
で
野
十

郎
の
世
界
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

《
九
州
芸
文
館
》
Ｊ
Ｒ
筑
後
船
小
屋
駅
隣

（
☎
０
９
４
２
・
５
２
・
６
４
５
３
）
／
月

曜
休
館
※
9
月
19
日
㈷
は
開
館
、
翌
20
日

㈫
休
館
《
入
場
料
》
一
般
８
０
０
円
／
高

大
生
５
０
０
円
／
小
中
生
３
０
０
円

「
黒
木
」
を
描
い
た
作
品
が

展
示
さ
れ
てい
ま
す
。

八

静

九
州
芸
文
館（
筑
後
市
）／
９
月
22
日
㈷
ま
で

田村典彦吉田町長（ 左 ）と握手を交わす三田村市長

吉田町の特産品
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４・７
２・２
１
８
５
／
N
０
９
４
４・

７
４
・
３
２
９
５
）
※
９
月
21
日
㈬

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
・
家
族

等
対
象
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
６
日
㈭
14
時
30
分

～
16
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
総
合
庁
舎
２
階
大

会
議
室

◦
内
容
＝
▽
歯
科
健
診
▽
講
話「
お

口
の
健
康
に
つ
い
て
」▽
講
話「
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て
」
▽
交
流
会

※
13
時
30
分
～
14
時
30
分
ま
で
は

希
望
者
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
療
養
中

の
人
で
希
望
者
先
着
５
人
）
の
み

歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
。
10
月
４

日
ま
で
に
申
し
込
み
の
上
、
当
日
13

時
30
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５

／
N
０
９
４
４
・
７
４
・
３
２
９
５
）

　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
つ
ど
い
。
秘

密
厳
守
。
参
加
費
無
料
。
要
申
込
。

◦
日
時
＝
９
月
29
日
㈭
14
時
～
15

時
30
分

◦
会
場
＝
柳
川
総
合
庁
舎
２
階
第

３
会
議
室
（
柳
川
市
三
橋
町
今
古

賀
８
―
１
）

◦
申
込
＝
同
所
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

　
筋
委
縮
性
側
策
硬
化
症
の
人
お

よ
び
家
族
な
ど
を
対
象
に
開
催
し

ま
す
。
参
加
費
無
料

◦
日
時
＝
９
月
29
日
㈭
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
八
女
総
合
庁
舎
２
階
大

会
議
室

◦
内
容
＝
▽
講
話
「
筋
委
縮
性
側

策
硬
化
症
に
つ
い
て
」
▽
交
流
会

▽
個
別
相
談
会

◦
申
込
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
健
康
増
進
課
（
☎
０
９
４

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
森
山
絣
工

房
の
森
山
虎
雄
・
哲
浩
親
子
に
よ

る
作
品
展
。
正
藍
染
め
・
手
織
り

の
久
留
米
絣
の
反
物
・
洋
服
・
小

物
等
、
約
２
０
０
点
を
展
示
販
売

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
本
物
だ
け

が
持
つ
極
上
の
木
綿
の
柔
ら
か
さ

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料

◦
日
程
＝
９
月
13
日
㈫
～
９
月
19

日
㈷
、
９
時
～
17
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
福
祉
事
業
所
で
働
く
し
ょ
う
が

い
の
あ
る
人
の
工
賃
ア
ッ
プ
や
社
会

参
加
を
目
的
と
し
た
販
売
会
を
開

催
し
ま
す
。
屋
台
や
小
物
を
販
売

し
ま
す
。
先
着
２
０
０
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
24
日
㈯
10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
道
の
駅
た
ち
ば
な

◦
問
い
合
わ
せ
＝
販
売
会
実
行
委

員
会
事
務
局
リ
ー
ベ
ル

（
☎
２
２
・
２
６
１
０
）

　
故
菊
池
剣
氏
の
ご
遺
族
を
招
待

し
、
遺
徳
を
偲
び
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
25
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
菊
池
剣
碑
前
（
黒
木
町

東
今
・
築
山
公
園
入
口
）
※
雨
天

の
場
合
は
西
上
町
公
民
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
文
化
連
盟

伊
豫
さ
ん
（
☎
４
２
・
２
９
９
２
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
25
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場
※
出
店
者
随
時
募
集

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
俳
人
石
橋
秀
野
（
山
本
健
吉
夫

人
）
の
70
回
忌
に
あ
た
り
、
偲
ぶ

茶
話
会
を
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
26
日
㈪
10
時
～
俳

人
石
橋
秀
野
を
偲
ぶ
茶
話
会
、
11

時
～
読
経

◦
場
所
＝
無
量
寿
院
（
西
古
松
町
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
吉
祭
実
行
委

員
会
世
話
人
代
表
今
里
さ
ん

（
☎
２
４
・
３
３
３
０
）

　
だ
れ
か
に
思
い
を
聴
い
て
ほ
し

い
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
た

家
族
同
士
の
交
流
会
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
八
女
地
域
精

神
障
害
者
家
族
会
の
ぞ
み
会
主
催
。

◦
日
時
＝
９
月
27
日
㈫
14
時
～
15

時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
福
祉
会
館
２
階

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
作
業
所
江

田
さ
ん
（
☎
２
３
・
１
７
４
７
）

八
女
軽
ト
ラ
市

し
ょ
う
が
い
者
福
祉
シ
ョ
ッ
プ

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

筋
委
縮
性
側
策
硬
化
症
講
演

会
・
交
流
会

う
つ
の
家
族
の
つ
ど
い

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会・交
流
会

　森林セラピーとは、森の持つ癒し
効果を心と身体の健康にいかそうと
いう取り組みです。約２キロの森林セ
ラピーロードをゆっくり歩きながら癒
されてみませんか。森の音楽会では、

「miori カルテット（弦楽四重奏）」「森
のなかまたち（コカリナ専門のグルー
プ）」の演奏をお楽しみいただきます。
⃝日時＝10月22日㈯10時～15時（受
付 9 時 45 分～）⃝場所＝くつろぎの
森グリーンピア八女⃝参加料＝ 2,500
円（森林セラピー体験、レストランで
の食事、温泉入浴券付）
⃝募集締切＝10 月12 日㈬※先着 50
人⃝申込・問い合せ＝黒木支所産業
経済課（☎４２・１１１５）

久
留
米
絣 

森
山
虎
雄・哲
浩
展

冬
山
忌
（
菊
池
剣
碑
前
祭
）

俳
人
石
橋
秀
野
を
偲
ぶ
茶
話
会

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
家
族

の
つ
ど
い

　八女市長選挙の立候補予定
者に対する説明会を行います。
立候補を予定されている人は、
必ず出席してください。当日、
立候補に必要な書類をお渡しし
ますので、印鑑を持参してくだ
さい。
⃝日時＝ 10 月11日㈫ 13 時 30
分～
⃝場所＝八女市役所 205 会議
室
※出席者は、１候補につき 3 人
以内でお願いします。
⃝選挙に関する問い合わせ＝
八女市選挙管理委員会事務局

（八女市役所総務課内）
☎２３・１１１１

八女市長選挙の
立候補予定者説明会

森林セラピー
と森の音楽会
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上陽会場

　
介
護
技
術
の
競
技
や
女
優
・
松

島
ト
モ
子
さ
ん
の
講
演
な
ど
、
介

護
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
入
場

無
料
・
要
申
込
。

◦
日
時
＝
11
月
６
日
㈰
11
時
～
16

時
30
分

◦
場
所
＝
パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
博
多
区
）

◦
定
員
＝
５
０
０
人
※
先
着
順

◦
申
込
締
切
＝
10
月
26
日
㈬
必
着

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）

県
介
護
福
祉
士
会
（
県
委
託
業
者
）

（
☎
０
９
２
・
４
７
４
・
７
０
１
５
）

Shttp://w
w

w.f-kaigo.jp

　
テ
ー
マ「
豊
か
な
最
期
の
た
め
に
」

わ
た
し
の
想
い
を
つ
な
ぐ
ノ
ー
ト
。

９
月
23
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
８
日
㈯
14
時
～
15

時
30
分

◦
会
場
＝
八
女
筑
後
医
師
会
講
堂

◦
講
師
＝
板
井
孝
壱
朗
さ
ん
（
宮

崎
大
学
医
学
部
教
授
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑

後
医
師
会
（
☎
２
２
・
４
１
４
１
）

　
だ
れ
に
で
も
無
理
な
く
で
き
ま

す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
脳
を
活
性
化

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◦
開
催
日
＝
11
月
２
日
㈬
・
11
月

16
日
㈬
・
11
月
30
日
㈬
、
13
時
30

分
～
15
時
30
分
　
※
全
３
回

◦
定
員
＝
40
人
※
多
数
の
場
合
抽
選

に
て
配
布
し
ま
す
。募
集
戸
数
等
は
、

募
集
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
に
つ

い
て
は
、
募
集
戸
数
に
達
し
た
時
点

で
締
め
切
り
ま
す
。
入
居
申
込
資

格
等
は
、
募
集
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
。
詳
細
は
募
集
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
お
よ
び
受

付
期
間
＝
９
月
29
日
㈭
～
10
月
７

日
㈮

◦
募
集
案
内
書
配
布
場
所
＝
県
住

宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑
後
管
理

事
務
所
お
よ
び
大
牟
田
出
張
所
、
市

役
所
都
市
計
画
課
、
各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　
自
分
の
体
力
を
知
っ
て
生
活
に

活
か
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
費
無
料
。

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
申
込
期
間
＝
９
月
15
日
㈭
～
９

月
30
日
㈮
月
曜
日
～
土
曜
日
９
時

～
17
時

◦
申
込
方
法
＝
電
話
、
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
（
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
記
入
の
う
え
申
込
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公

民
館
（
☎
２
４
・
８
１
２
１
／
N

２
４
・
８
１
２
２
）

　
市
営
蒲
原
住
宅
の
随
時
募
集
の

受
付
を
、
10
月
３
日
㈪
か
ら
10
月

31
日
㈪
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募
集

案
内
（
申
込
書
）
は
、
９
月
26
日

㈪
か
ら
八
女
市
役
所
都
市
計
画
課

◦
日
時
＝
10
月
15
日
㈯
10
時
～

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
三
俣
山
（
大
分
九
重
）
に
登
り

ま
せ
ん
か
！

◦
日
時
＝
10
月
30
日
㈰

◦
対
象
＝
市
内
の
小
学
３
年
生
～

大
人
※
小
中
学
生
の
参
加
は
原
則

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

◦
定
員
＝
先
着
45
人

◦
参
加
費
＝
▽
小
・
中
学
生
１
５

０
０
円
▽
高
校
生
以
上
３
千
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
９
月
15
日

㈭
か
ら
受
付
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
総
合
体
育
館
）
へ
参
加
費
を
持
参

く
だ
さ
い
。（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

ふ
く
お
か
介
護
フ
ェ
ス
タ

八
女
筑
後
医
師
会
公
開
講
座

教
室
・
講
座

新
婚
・
子
育
て
世
帯
住
宅
入

居
者
随
時
募
集

県
営
住
宅
入
居
者

市
民
体
力
づ
く
り
登
山
参
加
者

中
央
公
民
館
講
座

脳
ト
レ
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ 

体
力
テ
ス
ト

　げんき脳講座で栄養・運動・休養につい
て学びながら脳トレしませんか。継続して
参加されることで、仲間もでき楽しい講座
です。全３回シリーズで、１回だけの受講も
できます。お友達をお誘いのうえ多くのご
参加をお待ちしています。
◦対象＝八女市民で認知症予防に関心のあ
る人。事前申し込みが必要です。どの講座
も自由に参加できます。
◦日時＝10 月14日㈮ 14 時～ 15 時 30 分
◦会場＝八女市上陽公民館
◦テーマ＝「認知症の予防は東洋の知恵で」
講師・株式会社リセス 中間秀治さん
◦参加費＝無料　※保健師による「物忘れ」
等に関する相談にも応じますのでお気軽に
お越しください。
◦問い合わせ＝介護長寿課高齢者支援係

（☎ 23・1308）または上陽支所市民生活福
祉係（☎ 54・2218）

げんき脳講座
お気軽に参加ください

　福岡県に関する情報満
載の福岡県民手帳（11月
頃発売予定）の予約を受
け付けています。

【ポケット判】価格（税込）
＝400 円／カバーの色＝ 
パステルピンク、黒、茶

【標準判】価格＝500 円
／カバーの色＝パステル
ピンク、ライトグリーン、
黒、茶

【ハンドブック判】価格＝
900 円／カバーの色＝黒
◦予約受付締切＝９月
30日㈮
◦申込・問い 合 わせ・
＝本庁総務課（☎ 23・
1111 ／ N22・2186）、
各支所総務課

2017年版福岡
県民手帳の予約

※げんき脳講座は八女、立花、黒木でも開催し
ています。詳しい日程等は、各支所または介護長
寿課高齢者支援係までお問い合わせください。

《お詫びと訂正》広報やめ９
月１日号で誤りがありました
のでお詫びして訂正します。
▽表紙・大淵献燈祭中（誤）

「8 月15 日㈯開催、今年で
2 回目」→（正）『8 月14 日
㈰開催、今年で３回目』
▽まちのわだい 16 ページ・
熱戦！星野地区球技大会中
選手宣誓（誤）「大熊裕美子
さん」→（正）『大熊裕美さん』

八女市献血推進協議会（☎ 23・5816）
献血にご協力ください

日にち 時  間 場  所

10/6 ㈭ 10:00 ～ 12:00 
14:00 ～ 16:00 長峰小学校
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法
の
日
無
料
相
談
会
。
境
界
問

題
、
土
地
の
分
筆
・
合
筆
、
地
積

更
正
・
地
目
変
更
、
建
物
の
新
築
・

増
築
、
滅
失
等
の
調
査
・
測
量
、

相
続
、
成
年
後
見
な
ど
相
談
に
応

じ
ま
す
。
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
10
月
１
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
土
地
家

屋
調
査
士
会

（
☎
０
９
２
・
７
４
１
・
５
７
８
０
）

　
暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
、

弁
護
士
会
、
県
暴
追
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
各
自
治
体
等
が
連
携
し
て
、

次
の
と
お
り
面
接
・
電
話
に
よ
る

集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
15
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
久
留
米
市
暴
力
追
放
推

進
協
議
会
（
久
留
米
市
役
所
３
階
）

ふらっち広場からのお知らせ

★お菓子作り「チョコマフィン」
◦日時＝ 9 月 18 日㈰ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円
★温泉へ行こう
◦日時＝9 月24日㈯ 10 時ふらっち広場
出発※参加費等詳細はお尋ねください。

★ボウリング（久留米楽市楽座）
◦日時＝10 月2日㈰ 12 時 30 分ふらっ
ち広場出発※参加費 500 円
★美アップ
◦日時＝ 10 月 8 日㈯ 13 時 30 分～
◦メニュー＝メイク、ネイル、スキンケア、
デコアート◦料金＝ 200 円
★西岡先生の歌おう会
◦日時＝10 月16日㈰ 13 時 30 分～
※参加費無料、リクエスト曲募集中

▪各イベントは要予約
▪平日も簡単な工作・手芸等できます
ので、お気軽にご来館ください。

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

☀場所＝八女市本町178（旧きんぷく亭）
☀ふらっち広場（☎ 24・3022）
11時～ 17 時開館／月曜日休館

　
お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
求
職
者
を
対
象
に
、
２
日
間
か

け
て
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や
面

接
訓
練
等
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
受
講
後
は
、
専
門
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
１
対
１
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。（
費
用
無
料
、
要
予
約
）

◦
日
時
＝
10
月
３
日
㈪
、
４
日
㈫

10
時
～
15
時

◦
場
所
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

◦
持
参
物
＝
履
歴
書
・
筆
記
用
具

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

　
地
元
求
人
企
業
か
ら
の
説
明
や
、

仕
事
探
し
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
ま
す
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
９
月
28
日
㈬
10
時
～
14

時
（
13
時
30
分
受
付
終
了
）

◦
場
所
＝
小
郡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
七
夕
ホ
ー
ル

タ
ー
佐
賀
（
☎
０
９
５
２
・
２
６
・

９
５
１
６
）

　
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

委
託
。
受
講
料
無
料
、
教
材
費
等

８
千
円
、
検
定
受
験
料
等
必
要
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
＝
身
障
者
手
帳
も
し
く
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
ま
た

は
判
定
書
（
主
治
医
の
意
見
書
）

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
職
安
に
求
職

登
録
し
て
お
り
、
介
助
を
必
要
と

せ
ず
身
辺
処
理
が
で
き
る
人
な
ど
。

◦
訓
練
期
間
＝
12
月
１
日
㈭
～
２
月

27
日
㈪
、
10
時
30
分
～
16
時
30
分

※
職
場
実
習
付
は
３
月
24
日
㈮
ま
で

◦
実
施
場
所
＝
西
日
本
新
聞
パ
ソ
コ

ン
教
室
久
留
米
校
（
久
留
米
市
東

町
31
―
34
）
※
有
料
駐
車
場
あ
り

◦
募
集
期
間
＝
９
月
26
日
㈪
～
11

月
１
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

◦
試
験
日
＝
10
月
16
日
㈰

◦
受
付
期
間
＝
９
月
23
日
㈮
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）
※
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
受
付
は
９
月
20
日
㈫
ま
で

◦
採
用
予
定
数
＝
▽
一
般
事
務
４
人

◦
内
容
＝
⑴
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

（
※
先
着
50
人
、
事
前
予
約
優
先
）

⑵
高
感
度
ア
ッ
プ
講
座
～
印
象
の

良
い
表
情
や
メ
イ
ク
と
は
？

⑶
子
育
て
女
性
の
た
め
の
合
同
会

社
説
明
会
（
約
10
社
出
展
予
定
）

◦
託
児
所
＝
無
料
、定
員
20
人
（
先

着
順
、
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

子
育
て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
８
・
７
５
７
９
）

　
受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ
せ

ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対
象
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
＝
▽
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ

技
術
科
▽
板
金
・
溶
接
施
工
科
▽

電
気
設
備
施
工
科
▽
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

科
※
定
員
は
４
科
で
15
人

◦
訓
練
期
間
＝
12
月
２
日
㈮
～
６

月
29
日
㈭
（
７
か
月
）

◦
募
集
＝
９
月
26
日
㈪
～
10
月
26

日
㈬

◦
入
所
選
考
＝
11
月
9
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

▽
教
育
行
政
２
人

◦
受
験
資
格
＝
身
障
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
（
障
が
い
の
程
度
１
級

～
４
級
）、
昭
和
62
年
４
月
２
日
～

平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
県

内
に
住
所
を
有
す
る
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
５
６
）

　
県
弁
護
士
会
筑
後
部
会
で
は
、

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
法
の

日
週
間
」
に
あ
わ
せ
、
無
料
法
律

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
要
予
約

◦
日
時
＝
10
月
７
日
㈮
13
時
～
16
時

◦
会
場
＝
筑
後
弁
護
士
会
館
（
久

留
米
市
篠
山
町
11
‐
５
）

◦
受
付
＝
０
９
４
２
・
３
０
・
０
１

４
４
※
定
員
40
人
程
度
、
９
月
26

日
㈪
９
時
か
ら
受
付
開
始
。
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
。

身
体
・
精
神
障
が
い
者
対
象

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
初
級
科

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

子
育
て
女
性 

合
同
会
社
説
明
会

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

土
地
家
屋
調
査
士
・
司
法
書

士
・
行
政
書
士
無
料
相
談
会

身
障
者
対
象
県
職
員
採
用
試
験

法
の
日
週
間
無
料
相
談
会

①家屋を取り壊したら
　固定資産税は、１月１日時点
の所有者に課税されます。住
宅や倉庫などの家屋を取り壊
した場合、八女市役所・各支
所へ「解家届」を提出してく
ださい。
②家屋を新築・増築したら
　住宅や倉庫などの家屋を新
築・増築された場合、八女市
役所・各支所へご連絡くださ
い。
③所有者が亡くなったら
　固定資産の所有者が亡く
なった場合、八女市役所・各
支所へ「相続人代表者指定届」
を提出してください。
　　◦問い合わせ =税務課固
　　定資産税係（☎ 23・1112）

税務課からのお知らせ

試
　
験

40
歳
か
ら
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

就
業
支
援
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秋
季
の
道
路
愛
護
作
業
は
、
10
月

を
め
ど
に
、
各
行
政
区
の
都
合
の

良
い
日
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
処

理
に
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
は
本

庁
管
内
行
政
区
は
本
庁
建
設
課
、

各
支
所
管
内
行
政
区
は
各
支
所
建

設
課
、
ま
た
は
建
設
経
済
課
で
各

行
政
区
長
に
配
布
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
本
庁
建
設
課

（
☎ 

２
３
・
１
９
６
１
）
▽
立
花
支

所
建
設
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）

▽
黒
木
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・

１
１
１
７
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎ 
５
４
・
２
２
１
９
）
▽

矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　
屋
外
の
広
告
物
は
福
岡
県
屋
外

広
告
物
条
例
で
規
制
さ
れ
て
お
り
、

屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
場
合
に

は
、
許
可
申
請
が
必
要
で
す
（
一

部
、
許
可
申
請
の
適
用
除
外
と
な

る
広
告
物
が
あ
り
ま
す
）。
な
お
、

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
財
）
福
岡

県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８
）

　
精
神
科
の
専
門
医
師
や
保
健
師

が
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
や
病
気
に
関
す

る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密

厳
守
、
費
用
無
料
。
電
話
に
て
予

約
く
だ
さ
い
。
保
健
師
の
相
談
は

随
時
受
け
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
第
１
・
２
・
３
・
４
月
曜

日
、
14
時
30
分
～
16
時

◦
場
所
＝
県
八
女
総
合
庁
舎
（
八

女
市
本
村
25
）

◦
申
込
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
健
康
増
進
課
精
神
保
健

係（
☎
０
９
４
４・７
２・２
１
７
６
）

　
道
路
愛
護
作
業
に
毎
年
ご
協
力

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
も
例
年
ど
お
り
実
施
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

屋
外
広
告
物
の
許
可
申
請
お
よ

び
違
反
広
告
物
の
撤
去
に
つい
て

道
路
愛
護
作
業
に
ご
協
力
を

次
の
物
件
に
は
「
は
り
紙
、は
り
札
、

立
看
板
」
の
広
告
物
を
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
禁

止
物
件
に
広
告
物
を
表
示
し
て
い

る
違
反
広
告
物
設
置
者
は
、
自
主

的
に
撤
去
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
禁
止
物
件
＝
橋
、
街
路
樹
、
公

衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
公
衆
便
所
、

郵
便
ポ
ス
ト
、信
号
機
、道
路
標
識
、

歩
道
柵
、
街
路
灯
、
電
柱
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課
都

市
計
画
係
（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）

　
今
年
10
月
１
日
か
ら
、
株
主
総

会
議
事
録
や
株
主
全
員
の
同
意
書

等
を
添
付
し
て
、
株
式
会
社
ま
た

は
特
例
有
限
会
社
の
登
記
申
請
を

す
る
際
に
、
株
主
の
住
所
・
氏
名
・

持
株
数
・
議
決
権
数
と
そ
の
割
合

な
ど
の
証
明
書
（
株
主
リ
ス
ト
）
の

添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
法

人
登
記
部
門

（
☎
０
９
２
・
７
２
１
・
９
３
０
６
）

　応募に基づき登録し、必
要に応じて任用します。
⃝応募資格＝保育士資格を
有し、保育士登録済みの人
⃝提出書類＝履歴書、保育士
証（写）
⃝勤務形態＝▽常勤 ( 週 5日
勤務・社会保険有 ) ▽日々雇
用（1日勤務、午前のみ、午
後のみ勤務の３種類）
⃝賃金＝▽ 7,000 円（1日勤
務）▽ 3,400 円（午前勤務）
▽ 4,300 円（午後勤務）
⃝勤務場所＝市内公立保育所
⃝申込・問い合わせ＝子育
て支援課こども未来係（☎
24・8814）

⃝募集職種＝①学校給食調
理員 ②矢部小中学校司書
⃝資格＝①調理師または栄養
士資格を有する人 ②司書資
格を有する人
⃝募集人員＝各１人
⃝任用期間＝平成 29 年７月
20日まで（予定）
⃝賃金・勤務条件等＝八女市
の規定による
⃝申込・問い合わせ＝学校教
育課総務係（☎ 23・1954）

臨時職員募集

株
式
会
社
、
特
例
有
限
会
社
の

登
記
手
続
が
変
わ
り
ま
す

　
女
市
で
は
、
上
水
道
お

よ
び
簡
易
水
道
、
簡
易

給
水
施
設
か
ら
水
道
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
が
、
立
地
条
件
等
の

理
由
に
よ
り
供
給
さ
れ
て
い
な
い

区
域
（
給
水
計
画
区
域
外
）
が

あ
り
ま
す
。
給
水
計
画
区
域
外

に
お
住
ま
い
の
人
が
、
安
心
で
安

全
な
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め

の
設
備
の
新
設
お
よ
び
改
善
を

さ
れ
る
場
合
、
必
要
な
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　

交
付
対
象
と
な
る
も
の
は
、

費
用
が
10
万
円
を
超
え
る
次
の

事
業
で
す
。

①
３
戸
以
上
１
０
０
人
以
下
で

共
同
で
設
置
し
て
い
る
飲
料
水

供
給
施
設

②
個
人
で
行
う
井
戸
の
掘
削
工

事
お
よ
び
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事

③
浄
水
器
の
設
置

※
②
、
③
で
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
場
合
や
交
付
決
定
前

に
着
手
し
て
い
る
も
の
は
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
対
象
地

域
や
申
請
手
続
き
の
方
法
な
ど
、

詳
細
は
事
前
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
上
下
水
道
局

上
水
道
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
９

４
９
）
▽
黒
木
支
所
建
設
課
（
☎

４
２
・
１
１
１
８
）
▽
立
花
支
所

建
設
経
済
課
（
☎
２
３
・
４
９

３
０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経
済

課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽
矢

部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設

経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

節水にご協力ください
　まだまだ暑い日が続くこの時季、水は限りある
資源です。皆さまに、安定した水の供給を行う
ためにも節水にご協力お願いします。

【自宅でできる節水方法（例）】
◦お風呂の水を洗濯などに再利用。小さめの浴
槽でも約 200リットルの水が再利用できます。
◦歯磨き・洗顔は、コップ・洗面器を利用しましょ
う。約１/10 で使用できます
◦蛇口の開け閉めはこまめに、全開で１分間に約
20リットルもの水が流れるとも言われています。
悪質業者（水質検査や訪問販売等）に注意
上下水道局では、次のようなことは行っておりま
せん。
▽一般家庭の水質検査▽浄水器などの販売・貸
出・あっせん▽給水管の清掃・修理など

◦問い合わせ＝上水道総務係（☎ 23・1949）
／上水道工務係（☎ 23・1107）

給
水
計
画
区
域
外
に

お
住
ま
い
の
人
へ

八

飲
料
水
改
善
経
費
を
補
助
し
ま
す

上下水道局からのお知らせ

学校（給食調理員、司書）

保育所（保育士）
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■赤ちゃんRoom・相談Room
◦10/6 ㈭13:30 ～15:30/ 参加費有・要予約
■マタニティさん集まれ
 「マタニティコンサート」◦10/8 ㈯ 10:00
～ 12:30 ／参加費有、託児有
■4か月さん集まれ（5月生まれ）
◦10/12 ㈬10:00 ～12:30 ／産後ヨガ／飲
み物・バスタオル持参／参加費有・要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦10/18 ㈫13:30 ～15:30/ 参加費有・要予約
■双子ちゃん集まれ
◦10/18 ㈫ 10:00 ～ 12:00 ／要予約
■ママたちの寺子屋塾◦10/25 ㈫ 10:00
～ 12:30 ／要予約・託児有

■エンジェルルーム 「足育」◦10/12 ㈬
10:30 ～／講師：柄本亜紀子さん／要申込
■プレママ＆ベビーサロン 「つこ先生のヨガ」
◦10/17 ㈪ 10:30 ～／要申込・限定 12 組
／託児有※受付開始 10/1㈯ 10:00 ～

■みんなであそぼう「ミニミニ運動会」
◦10/23㈰10:30～／動きやすい服装で。
タオル・お茶持参／要申込
■ハッピーバースデー「山下照子さんの
お話」◦10/25 ㈫ 10:30 ～／要申込

■北山保育所うんどうかい
◦10/1 ㈯ 10 時過ぎ頃きらきらのお友達
が参加できる遊技があります。
■わ・わ・ＷＡ！「青空カフェ」◦10/7 ㈮
10:00 ～13：00 ／白木コミュニティーセン
ター（現地集合）／参加費 200 円／水筒・
おしぼり・着替え持参／限定10 組要予約
■ともだちっていいな
◦10/12 ㈬ 10:00 ～／北山保育所との交
流活動／今月は「おはなし会」です。
■GOGO！カ～りる◦10/13 ㈭ 10:50 ～
移動図書館車が来ます。図書利用カード
をお持ちの人は持参ください。
■すてきな記念日♥
◦10/20 ㈭ 10:30 ～※誕生月者のみ要予約
■ハッピーハロウィン◦10/24 ㈪ 10:30
～／子ども 25 人要予約／仮装できるお
友達はみんなに披露してね！

■田中もとこ先生の抱っこDeぎゅ～
「もとこ先生の親子ふれあい遊び」
◦10/4 ㈫10:30 ～／外用帽子・お茶などの
飲み物持参／要申込
■お誕生会「10 月生まれさん集まれ」
◦10/13 ㈭10:30 ～／誕生月者のみ要申込
■ママといっしょ「お芋ほりに行こう」
◦10/28㈮10:30～／10組要申込／外用帽子・
飲み物・長靴・スコップ持参／参加費 500円

■ 10:00 ～ 15:00
▽矢部集落センター 10/4 ㈫、19 ㈬
■ 10:00 ～ 13:00
▽井延公民館 10/5 ㈬
▽児童センター 10/12 ㈬
▽上陽公民館 10/14 ㈮
▽勤労青少年ホーム 10/19 ㈬
▽かがやき 10/25 ㈫
▽室岡公民館 10/27 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 10 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問ふじの里（☎42・3301）

10月2日（日）
なかしま胃腸科 蒲原 25・6200
今村循環器内科 黒木町 33・2115
大坪歯科医院 上陽町 33・7011
10月9日（日）
八媛病院 本 22・4176
後藤内科医院 上陽町 54・2221
石橋歯科医院 本町 24・5207
10月10日（祝）
下津浦医院 津江 22・2564
矢部診療所 矢部村 47・2700
白谷歯科医院 広川町 32・3540
山下眼科医院 筑後市 0942・53・2225
10月16日（日）
城戸医院 鵜池 23・5303
辺春診療所 立花町 36・0010
森田歯科医院 山内 24・3055
10月23日（日）
麻生医院 宅間田 25・5800
林　医院 立花町 23・5557
大淵歯科医院 本村 23・4823
10月30日（日）
黒岩外科 日の出町 23・2858
原　医院 黒木町 42・0336
やました歯科医院 広川町 0942・52・3819

10月の在宅医当番表 ※変更になっていることがあります
ので電話で確認してください。✚

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）

［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【10月】2㈰・10㈷・16㈰・30㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【10月】9㈰・23㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

▼救急車を呼ぶべきか迷ったら
（24 時間対応）　♯ 7119

　昨年、福岡県の性犯罪被害の認知
件数は、全国的に見ても多く、深刻な
状況にあります。性犯罪被害が増加す
る時期ですので、次のポイントを意識
して、性犯罪被害を防止しましょう。
★帰宅する際は、明るくて人通りの
多い道を選んで帰宅する。（時々、振
り返る等の警戒心を忘れない）
★警戒がおろそかになるため、メー
ルやゲーム等をしながら帰るなど、

「ながら｣ 帰宅をしない。
★防犯ブザーなどの防犯グッズを身
に付ける。
◦問い合わせ＝県八女警察署生活安
全課防犯係（☎ 22・5110）

　急な病気やけがのときに、救急車の利
用や最寄りの医療機関についてアドバイ
スを受けられます（24 時間対応）。
※重症時は迷わず 119 番をお願いします。
⃝問い合わせ＝福岡県医療指導課

（☎ 092・643・3273）

救急車を呼ぶべきか迷っ
たら  「 ♯７１１９」
または ☎ 092・471・0099

性犯罪被害を防止しよう
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10月イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情 報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

コーラス

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

〈曲 目〉
サン＝サーンス／白鳥
フォーレ／夢のあとに

カプースチン／

プロコフィエフ／
チェロ・ソナタ 第2番Op.84

チェロ・ソナタ ハ長調Op.119

武満徹／オリオン
オリオンとプレアデスより

主催・お問合せ：八女市音楽協会 (事務局：梅野 ) ☎ 090・4514・4249   後援：八女市・八女市教育委員会

会場：ハーモニーホール 入場料：（２日間共通券）300円

クラシックでもない、ポピュラーでもない、 世界が認めた至高の響き～チェロの名曲プログラム～
TSUKEMENという音楽がそこにある。

中学生以下無料

（全席指定 )                                               

市民コンサート第33回

一般 3,500円                                              
友の会 3,000 円                                             

高校生以下 1,000 円

 チケット発売中

吹奏楽

福島中学校 黒木中学校 上陽北汭小学校
コールもちの木
上陽コーラスあじさい

蓮の会
ポインセチア
八女マーミングコール

八女ジュニア合唱団

八女グリーンクラブ
八女混声合唱団

劇団リトルウィング星野中学校

八女学院中学・高等学校吹奏楽部
八女市民吹奏楽団

南中学校
立花中学校
西日本短大附属高等学校吹奏楽部

西中学校
筑南中学校

♪ ♪ ♪
♪

♪
♪
♪

♪

♪

♪ ♪

♪♪

♪
♪ YAME シティブラス♪

♪
♪
♪

♪
♪

10/10(月・祭) 10/30(日)１0:30 開演 １3:00 開演
（１2:30 開場）（１0:00 開場）

♬

チケット好評発売中

TAIRIKU SUGURU KENTA（ピアノ）（ヴァイオリン） （ヴァイオリン）

10/23 (日)

3 /5 (日)

ハーモニーホール

ハーモニーホール

一般 4,000円                                              （全席指定) 
友の会 3,500円                                             （当日各500 円増）

ＴＳＵＫＥＭＥＮ チェロリサイタル宮田 大
ＬＩＶＥ2016 ＫＹＵＳＨＵ TOUR Miyata Dai

１5:00 開演

１5:00 開演

楽器本来のもつ「生音」にこだわった LIVE を展開。　
オリジナル曲を始め、クラシック、映画音楽・ジャズ・
ゲーム音楽からアニメ曲まで多彩な楽曲で魅了します。

チケット発売：友の会先行発売   10 月 7日(金)～
一般発売  10月 21日 (金)～

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

10/1 ㈯
女声合唱団カント・フェリチタ
20周年記念
秋の音楽会 合唱＆副島峰美 独唱

はちひめ 14:00 （全席自由） 1,500 円
（当日券 2,000 円）

女声合唱団
カント・フェリチタ

（事務局）

090・
5388・
8412

10/4(火)~
10/7(金)

八女市老人クラブ連合会 八女支部 
創作品展

八女
文化会館

4日
5日・6日
最終日

無料
11:00～
9:00～16:00

12:00迄

同クラブ連合会
八女支部（事務局） 30・2565

10/9 ㈰ 障がい者支援チャリティ福祉バザー おりなす
八女 10:00 無料 八女ライオンズクラブ 24・3313

10/15 ㈯ 第12 回  みんなで歌おうボンモマン  
（幸せなひととき）

八女
文化会館 14:00 300円

サウスハーモニカグループ
「竹取物語」（末石） 23・3366

10/16 ㈰ 輝け！ 西日本歌謡選手権大会 in 八女 ハーモニー 9:30 （全席自由） 1,500 円
（当日券 2,000 円）

同大会実行委員会
（事務局）

0942・
39・2262



　
劇
団
四
季
出
張
セ
ミ
ナ
ー
が
８
月
９
日
㈫
、

お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
特
別
に
実
施
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
は

『
美
女
と
野
獣
』
福
岡
公
演
に
出
演
中
の
俳
優

が
現
地
を
訪
れ
、
八
女
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
の
子

ど
も
た
ち
47
人
に
歌
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
４
人
の
俳
優
の
皆
さ
ん
か
ら
劇
中

歌
「
ビ
ー 

ア
ワ 

ゲ
ス
ト
」
を
課
題
曲
に
、
腹
式

呼
吸
や
母
音
法
に
よ
る
発
声
の
指
導
を
受
け
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
プ
ロ
の
迫
力
あ
る
歌
声

を
間
近
に
体
感
し
な
が
ら
、
歌
の
素
晴
ら
し
さ
、

楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
八
女
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
団
長
の
川
崎
真
那
さ

ん
は
、「
俳
優
の
皆
さ
ん
の
歌
や
表
現
力
に
感
動

し
ま
し
た
。
呼
吸
法
や
母
音
法
に
よ
る
発
声
練

習
な
ど
、
普
段
は
で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
11
月
の
定
期
演
奏
会

に
向
け
て
団
員
一
人
一
人
の
表
現
力
も
向
上
し
た

と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　8月10日㈬～12日㈮、佐賀県北山少年自然の家にお
いて、2泊3日のキャンプを実施しました。市内の各小中
学校から集まった小学５年生から中学３年生までの子ども
たち59人は、野外炊飯、そうめん流し、川遊び、キャン
プファイヤーなどさまざまなことを体験しました。参加し
た子どもたちは「このキャンプに参加して、違う学校の人
とも仲良くなれたのでよかった」「野外調理は大変だった
けど、自分たちで作った料理は
おいしかった」「班で役割分担
をして、仲間と協力しあいなが
ら３日間を楽しく過ごすことが
できました。来年もまた参加し
たい」などと話していました。

　
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
に
登
り
、

そ
の
美
し
さ
、
雄
大
さ
、
厳
し
さ
を
体
験
す
る
八
女

市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル
「
世
界
文
化
遺
産 

富
士
登
山
」 

が
７
月
28
日
㈭
～
30
日
㈯
に
開
催
さ
れ
、
八
女
市
の

小
学
4
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
１
日
目
の
15
時
に
富
士
山
五
合
目
を
ス

タ
ー
ト
し
、
七
合
目
の
山
小
屋
に
宿
泊
、
２
日
目
は

登
頂
し
て
下
り
の
八
合
目
山
小
屋
で
宿
泊
、
３
日
目

に
五
合
目
に
帰
っ
て
く
る
行
程
で
登
山
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
３
日
間
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い

景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
登
山
と
な
り
、
朝
は
地
平
線

か
ら
登
っ
て
く
る
日
の
出
（
ご
来
光
）
を
２
回
見
る
こ

と
が
で
き
、
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
登
山
の
途
中
、
頭
痛
や
吐
き
気
な
ど
の
高
山

病
の
症
状
が
で
た
子
も
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
同
士

で
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
登
り
、
17
人
が
富
士
山
に
登

頂
す
る
こ
と
が
で
き
、
達
成
感
等
を
味
わ
い
ま
し
た
。

劇
団
四
季
か
ら
歌
の
レ
ッ
ス
ン

キラリ☆やめっ子サマーキャンプ

富士山のご来光に感動

（下）劇団四季
の俳優から
指導を受ける
子どもたち

キャンプで様々なことを体験しました

でっかい富士山に挑戦しました

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

　
１
９
３
２
年
（
昭
和
７
年
）
５
月
に
パ
リ

留
学
に
出
発
し
た
田
崎
廣
助
画
伯
は
、
円
暴

落
の
た
め
、
当
初
４
年
間
の
留
学
予
定
を
切

り
上
げ
、
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
７
月

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
港
か
ら
出
航
、
８
月

神
戸
港
に
到
着
。
お
よ
そ
２
年
間
の
留
学
を

終
え
て
帰
国
し
ま
し
た
。

　
画
伯
は
留
学
中
、
西
洋
の
文
化
や
風
土
に

触
れ
て
、
西
洋
と
日
本
の
本
質
的
な
違
い
は

何
か
を
追
究
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
た

だ
西
洋
の
物
真
似
で
絵
を
描
く
の
で
は
な
く
、

西
洋
画
の
伝
統
と
技
術
を
踏
ま
え
た
上
で
、

東
洋
・
日
本
の
自
然
と
伝
統
を
重
ん
じ
た
油

絵
を
描
く
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
帰
国
後
、
そ
の
答
え
の
一つ
と
し

て
、
松
を
題
材
に
絵
を
描
き
続
け
ま
す
。

　
画
伯
は
、「
松
に
は
、
東
洋
の
心
を
秘
め
た

独
自
の
深
い
味
を
持
つ
美
が
あ
る
。
日
本
的

な
高
雅
な
品
位
と
た
た
ず
ま
い
が
あ
る
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
伝
統
的
な
花
鳥
風

月
の
題
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
朝
顔
。
背
景

に
は
竹
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
あ
た
か
も
日

本
画
の
よ
う
な
趣
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

留
学
を
終
え
た
画
伯
が
、「
東
洋
の
心
」
を
自

覚
し
完
成
さ
せ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
美
術
館
で

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分
〈
入
館
は
17
時
ま
で
〉
※

月
曜
休
館〈
祝
日
の
場
合
は
翌
日
〉
⃝
入
館
料
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！ 

③

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内
／
☎
２
４・８
３
０
４
）

1941年(昭和16年)
（軽井沢 田崎美術館 所蔵）

「松と朝顔」
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